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パラリンピックテストイベント－陸上競技 

競技注意事項 

 
１． 競技規則について 

  本大会は2020-2021 World Para Athletics（WPA）競技規則及び「World Para Athletics承認競技会における広告規程」（この規程

に記されていない広告に関することはWA規程に準ずる）並びに本競技会要項及び競技注意事項（大会申合わせ事項）により実

施する。尚、本競技会においては WA WPA どちらの広告規程でも可とする。 

 

２．テストイベントについて 

   本大会は、東京パラリンピック本番を見据え、組織委員会が各部門のオペレーションをおこなうことが目的である。 

  招集方法、動線、アクセスなど、通常の競技会とは大きく異なるので十分注意し、会場の案内や係員の指示に従うこと。 

  なお競技者だけでなく、競技役員、係員、ボランティアすべてがオリンピックスタジアムやパラリンピック仕様の運営に不慣れ

です。お互いの立場を理解して競技に臨みましょう。 

   

 

３． 競技場使用上の注意 

（１） 競技はオリンピックスタジアム（国立競技場）で行う。 

（２） 競技者受付は、絵画館前国旗掲揚台付近に設ける。 

※下記地図参照のこと。 

（３）ウォームアップ場は神宮外苑絵画館前補助競技とする。ただし本大会時には投てき練習場の使用はできないため、競技開

始前、少なくとも2回の練習投てきを保証する。ウォームアップ場の使用時間はつぎの通り。 

    5月10日(月) 13:00～16:00 

    5月11日(火) 7:30～競技終了1時間 

（４）更衣室を補助競技場内に設置する。参加者全員分のスペースを確保できないため、更衣以外では使用しないこと。 

（５）選手の休憩・待機スペースは本競技場にはないため、補助競技場を使用すること。 

（６）本大会は無観客で実施されるが、ID保持者はスタンドにアクセスできる。 

 

４．新型コロナウイルスの感染拡大防止 

  （１）入場時、2週間分の体温チェックシートを提出のこと。あわせて非接触での検温を実施する。 

当日検温で３７．５℃以上の場合、参加を認めない場合がある。 

（２）来場にあたっては、マスク・タオルを持参し、運動時を除いては原則としてマスクを着用すること。 

（３）石けん等を用いた手洗い・手指消毒、洗顔を行うこと。 

（４）休憩待機所、ウォーミングアップ・招集等については競技役員の指示に従い、フィジカルディスタンスを確保すること。 

（５）競技用具使用後は手洗いまたは手指消毒を行うこと 

（６）飛沫拡散を防ぐ為、声を出しての応援、集団での応援や大声・近距離での会話を避けること。 

（７）ゴミは各自で持ち帰ること。 

（８）競技会終了後２週間以内に新型コロナウイルス感染症を発症した場合は、主催者(東京2020組織委員会)に報告すること。 

 

５． 各種書類について 

（１）「欠場届」「リクエスト・フォーム（ルールにないアシスタントの入場など）」「上訴申立書」の配布および提出は 

「TIC」にて行う。（ＴＩＣはオリンピックスタジアム１階南チケットゲート付近に設ける） 

（２）「重複出場届」「補助申請書（スターティング・ブロック設置申請、マーカー設置申請等）」の配布および提出は 

「第1招集所」にて行う。 

 

６． 競技者招集について 

（１） 補助競技場とオリンピックスタジアムの間に第1招集所(ファーストコール)、オリンピックスタジアムの200mスタート近

くの室内練習場に第2招集所(ファイナルコール)を設ける。下記、時刻までに、第1招集所への入場を完了すること。この

時刻に遅れた競技者はコール漏れとなり出場を認めない。第1招集所と第2招集所は400mほどの距離があるため招集時間が

早めに設定されている。注意すること。競技時間と招集時間はWPAにより若干の変更指示がなされる可能性があるため当

日、TICや招集所での告知を確認すること。 

 

招集所入場時刻 トラック種目 リレー 走高跳 座位投てき種目 
その他 

フィールド種目 

競 技 開 始 40分前 45分前 80分前 50分前 70分前 

 

（２） 競技者は、競技役員の指示に従って、招集所間の移動、競技エリアへの入退場をすること。招集所間の移動に困難を伴う

競技者には、電動カートが手配される。電動カート使用対象となるクラスは、脳原性麻痺の立位(35～38)、下肢機能障がい・

切断(42～44、61～64)、低身長(40、41)。 

（３）リレー・オーダー用紙は、招集時刻(招集所入場時刻)の1時間前までに第1招集所に提出すること。 

 

７．アスリートビブスについて 

  （１）アスリートビブスは、1名につき2枚配布する。胸用はローマ字、背用はナンバーである。跳躍競技は胸・背いずれかに付 

    けるだけでもよいが、その場合、背中であってもローマ字表記したものを付けること。レーサー使用の競技者は、胸には付 

    けなくてもよい）。その場合、背部(レーサー後部)にはローマ字表記したものを付けること。 
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（２）リレー出場者には、第1招集所で国名表記のビブスが配布される。胸はローマ字、背は国名とする。 

 

８．競技実施クラスについて 

  本大会はテストイベントとして実施のため、トラック、フィールドともに複数の異なるクラスが一緒に競技をおこなう種目があ 

る。この場合、クラスごとに順位をつけることはせず、一緒に実施したすべてのクラスをあわせた順位のみが発表される。 

フィールド、特に投てき種目で器具の重量が異なってもラザポイントシステムは使用しない。 

 

９． バーの上げ方について 

競技場所で審判長が決定する。 

 

10．座位投てき競技者の待機エリア（F52/F54/F56/F57円盤投のみ） 

  パラリンピックでは、暑熱対策のため、座位投てき競技者とアシスタント(規則で認められたクラスのみ)のための待機エリアが 

設けられる。テストイベントである本大会では、F52/F54/F56/F57円盤投(12:00競技開始)を対象として待機エリアを設け運用のチ 

ェックをおこなう。円盤投の待機エリアはゲート４出入り口付近(下図の〇印の位置)に設置する。 

運用の手順は以下の通り。 

（１）競技者は、競技開始前に、全員が競技実施場所で紹介される。 

（２）紹介後、試技順1-3番目の競技者およびアシスタントは競技実施場所に残り、4番目以降の選手およびアシスタントは 

投てき審判員の誘導で待機エリアに移動する。 

（３）その後、試技順番が近づいた競技者およびアシスタントは、投てき審判員の指示により競技場所に移動する。 

（４）試技を終えた競技者およびアシスタントは待機エリアにとどまり、すべての競技終了後全員で一緒に退場する。 

（５）待機エリアには日よけ用のテント、アシスタント用の椅子、飲料水の入ったボックスが準備される。 

 

 
 

11． 抗議について 

競技中の判定に関する抗議は競技場所で口頭で審判長に申し出る。競技後、競技の結果または競技の実施に関する抗議は、ＴＩ

Ｃを通して、正式結果発表後30分以内に申告する。 

 

12．欠場について 

  ５月9日（日）18時までに欠場することになった場合は、日本パラ陸連宛てにメールで欠場届を提出すること。 

   japan-jimukyoku1@jaafd.org 

５月10日（月）から11日（火）の間に欠場することになった場合は、会場のＴＩＣに欠場届を提出すること。来場が困難な場合

は、日本パラ陸連に欠場届をメールする。 
 

13． 用器具について 

競技に使用する用器具は、主催者が用意したものを使用することを原則とする。投てき器具は、投てき用具リストにない、もし

くは１つしかないものは、WA認証品および本連盟検定品であり、かつ当日検査し合格したものも使用できる。投てき器具の検査

は、招集完了時刻９０分前までにTICに持参すること。一人2個まで持参できる。主催者で借り上げ、競技者全員が使用できるも

のとする。 

 
14. ドーピングコントロール 

（１）本競技会は､世界パラ陸上競技連盟ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ規則および規程､もしくは日本ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ規程に基づくﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ･ｺﾝﾄﾛ 

ｰﾙ対象大会である｡本大会の前もしくは後のﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査では､尿又は血液 (或いは両方) の採取が行われる｡該当者は指示に従 

って検査を受けること｡ 

（２）TUE申請について 

禁止表国際基準で定められる禁止物質･禁止方法を病気の治療目的で使わざるを得ない競技者は“治療使用特例(TUE)”の申請を 

行わなければならない｡詳細については､日本ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ機構ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ(http://www.playtruejapan.org/)を確認すること｡ 

（３）競技会時､ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査の対象となった場合､顔写真付きの身分証明書が必要となる｡顔写真のついた学生証､社員証､運転 

免許証､顔写真が鮮明なﾊﾟｽﾎﾟｰﾄｺﾋﾟｰなどを持参すること｡ 

（４）本競技会参加者(18 歳未満の競技者を含む｡以下同じ)は､競技会にｴﾝﾄﾘｰした時点で日本ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ規程にしたがい､ﾄﾞｰ 

ﾋﾟﾝｸﾞ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ手続の対象となることに同意したものとみなす｡18 歳未満の競技者については､本競技会への参加により親権者の 

同意を得たものとみなす｡ 

（５）本競技会に参加する 18 歳未満の競技者は､親権者の署名した同意書を大会に持参し携帯すること｡ 

親権者の同意書は､日本ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ機構(JADA)のｳｪﾌﾞｻｲﾄ( https://www.playtruejapan.org/jada/u18.html )からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞできる｡18  

歳未満の競技者はﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査の対象となった際に､親権者の署名が記載された当該同意書を担当検査員に提出すること(注 

意:2020年12月末までに日本陸連に18歳未満競技者親権者同意書を提出している場合でも､検査時に18歳未満であればJADAに当 

該同意書を提出すること)｡なお､親権者の同意書の提出は 18 歳未満時に 1 回のみで､当該同意書の提出後に再びﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査 

の対象となった場合は､すでに提出済みであることをﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査時に申し出ること｡ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査会場において親権者の同意 
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書の提出ができない場合､検査後 7 日以内に JADA 事務局へ郵送にて提出すること｡親権者の同意書の提出がなかった場合で 

も､ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ･ｺﾝﾄﾛｰﾙ手続に一切影響がないものとする｡ 

（６）本競技会参加者は､本競技会において行われるﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査(尿･血液等検体の種類を問わず)を拒否又は回避した場合､検査 

員の指示に従わない場合､帰路の移動等個人的諸事情によりﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査手続を完了することができなかった場合等は､ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰ 

ﾋﾟﾝｸﾞ規則違反となる可能性がある｡ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ規則違反と判断された場合には､日本ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ規程に基づき制裁等を受け 

ることになるので留意すること｡ 

（７）競技会･競技会外検査問わず､血液検査の対象となった競技者は､採血のため､競技/運動終了後 2 時間の安静が必要となる 

ので留意すること｡ 

（８）日本ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ規程の詳細内容およびﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ検査については､公益財団法人日本ｱﾝﾁ･ﾄﾞｰﾋﾟﾝｸﾞ機構のｳｪﾌﾞｻｲﾄ 

(http://www.playtruejapan.org)にて確認すること｡ 

 

15． 公式インタビューについて 

競技終了後上位成績者は、オフィシャルインタビューに応じること。 
 

16．商標の大きさ 

 競技者が競技場内で着用する衣類や手荷物品はWorld Para Athletics承認競技会における広告規程（この規程に記されていない広

告に関することはWA規程）を遵守すること。 

 

17．前日練習について 

（１）大会前日10日（月）は補助競技場で13:00から16:00の間、練習を行える。競技役員の指示に従い、練習をすること。 

（２）投てき種目については当日を含め練習を行うことができない。 

 

18．その他 

（１）表彰は基本的には実施しないが、東京パラリンピックのテストイベントであることから種目によっては表彰のリハーサル

を行うので協力願いたい。メダルや賞状の授与はない。 

（２）主催者はトレーナーステーションは設けない。 

（３）傷病の場合の応急処置は、担当医師が行うが、その後の責任は負わない。 

（４）アスリートビブスとＡＤカードは当日補助競技場入り口にある、競技者受付にて配布する。 

（５）競技場内は自動販売機等がないため、飲食物について各自準備の上来場し、熱中症には十分気を付けること。 

（６）投てき物やレーサーの送付先はつぎの通り。 

    〒１６０－００１３ 

    東京都新宿区霞ヶ丘 明治神宮外苑軟式球場内 パラテストイベント担当 大島宛 

    ０５０－９００１－４０２４ 

   ヤマト運輸指定で5月10日(月)午前中必着。これらはウォームアップ場の保管スペースで受け取ること。 

   返送については、受付時に確認のこと。   

  

 



4 

 

 

 



5 

 

 

 

 

 

 



6 

 

 

 

 

 


